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日
本
の
森
に
つ
い
て
学
び

日
本
製
紙
の
社
有
林
を
知
る

あ
る
と
き
は
木
材
や
燃
料
、
そ
し
て
食
物
な
ど
の
宝
庫
と
し
て
。
あ
る
い
は
環
境
と
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
装
置
と
し
て
。
信
仰
の
対
象
と
し
て
。
文
化
を
育
む

舞
台
と
し
て
。
森
林
は
私
た
ち
に
多
大
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
日
本
の
森
林
面
積
は
、
国
土
の
約
67
％
。
世
界
の
森
林
面
積
が
陸
地
の
約
30
％
で
す
か
ら
、
日

本
は
ま
さ
に
森
林
の
国
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
現
在
、
日
本
の
森
林
環
境
は
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
日
本
の
森
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
な
が
ら
、
日

本
製
紙
グ
ル
ー
プ
と
日
本
の
森
の
関
わ
り
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。
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知
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き
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や
燃
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、
そ
し
て
食
物
な
ど
の
宝
庫
と
し
て
。
あ
る
い
は
環
境
と
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
装
置
と
し
て
。
信
仰
の
対
象
と
し
て
。
文
化
を
育
む

舞
台
と
し
て
。
森
林
は
私
た
ち
に
多
大
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
日
本
の
森
林
面
積
は
、
国
土
の
約
67
％
。
世
界
の
森
林
面
積
が
陸
地
の
約
30
％
で
す
か
ら
、
日

本
は
ま
さ
に
森
林
の
国
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
現
在
、
日
本
の
森
林
環
境
は
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
日
本
の
森
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
な
が
ら
、
日

本
製
紙
グ
ル
ー
プ
と
日
本
の
森
の
関
わ
り
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。



在
と
本
の
中
で
強
調
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
緑
の
ダ
ム
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
雨
水
を
森
林
が
蓄
え
る
こ

と
に
よ
り
洪
水
の
緩
和
や
水
質
の
浄
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
指

し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
前
号
（
Vol
・
４
）
の
テ
ー
マ
だ
っ
た

生
物
多
様
性
の
保
全
、
森
に
Ｃ
Ｏ
２
が
固
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ

る
地
球
温
暖
化
防
止
等
々
、
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
な
木
材
を

供
給
し
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
実
に
多
様
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

環
境
資
源
と
し
て
の
こ
れ
ら
の
機
能
の
中
で
、
金
額
換
算
で

き
る
も
の
を
試
算
し
た
森
林
の
評
価
額
は
、
あ
る
試
算
で
は
年

間
で
70
兆
円
に
も
及
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
※
）。
身
近
に

あ
る
の
が
当
た
り
前
で
あ
り
が
た
み
に
気
付
く
こ
と
の
少
な
い

森
林
で
す
が
、
そ
の
恩
恵
の
大
き
さ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て
く

れ
る
数
値
で
す
。

※
　
日
本
学
術
会
議
答
申

森
林
の
悩
め
る
現
状
と
は
!?

面
積
は
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
る
日
本
の
森
林
で
す
が
、

そ
の
現
状
と
将
来
は
決
し
て

楽
観
視
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
危
機
的
状
況
を

迎
え
て
い
ま
す
。
国
内
産
の

丸
太
は
、
低
価
格
で
取
引
さ

れ
る
外
材
の
影
響
を
受
け
、

１
９
６
５
年
当
時
の
価
格
水

準
ま
で
下
落
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
林
業
で
は
生
計
を

立
て
ら
れ
な
く
な
り
、「
林
業

就
業
者
の
減
少
」
や
「
木
材

自
給
率
の
低
下
」
を
引
き
起

こ
し
た
の
で
す
（
図
２
）。

日
本
の
森
林
を
知
る

今
、
世
界
で
は
年
間
に
九
州
２
つ
分
（
７
３
０
万
ha
）
も
の

森
林
が
失
わ
れ
続
け
て
お
り
、
世
界
の
陸
地
面
積
に
占
め
る
森

林
の
割
合
は
約
30
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本
の
森

林
は
約
２
５
０
０
万
ha
。
国
土
の
約
67
％
を
占
め
て
お
り
、
島

国
ニ
ッ
ポ
ン
は
、
緑
が
広
が
る
世
界
有
数
の
森
の
国
で
す
。

日
本
の
森
林
面
積
は
、
１
９
６
６
年
以
降
ほ
と
ん
ど
変
化
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
森
に
蓄
え
ら
れ
た
木
材
の
量
を
示
す
蓄
積
量

が
当
時
と
比
べ
二
倍
近
く
ま
で
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
（
図
１
）。
国
内
森
林
面
積
の
約
５
割
を
占

め
る
天
然
林
の
蓄
積
量
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
が
、
人
工
林
の
蓄

積
量
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
森
林
に
固

定
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
量
も
増
え
て
い
ま
す
。

コラム ナルホド！森の豆知識『天然林』ってどんな森！？

本紙でも使われている「天然林」という言葉、どのような森林を示

しているかご存知でしょうか？ 実はこの言葉、使う人によってその定

義が異なることがあり、誤解を生むことがあります。使い方としては、

「人工林」の対語としての「天然林」が一般的です。つまり、人為的に

更新（植栽・直播き等）した以外の森林は全て天然林となり、「天然

林」の定義は「自然の力で成立した（天然更新した）森林」となりま

す。よって、伐採などの人為的な攪乱のあとに天然更新した森林（天

然生林：里山など）も天然林

に含まれます。その一方で生

態学などでは、火災や強風な

ど自然攪乱により天然更新し

た人手の加わっていない森林

のみを「天然林」と定義しま

す。つまり日本でもわずかしか

残っていない原生林のような

森林のみが天然林となります。

人
の
手
に
よ
り
作
ら
れ
た
森
林
は
、
農
作
物
な
ど
を
育
て
る

の
と
同
様
に
、
人
の
手
を
入
れ
な
い
と
荒
廃
し
て
し
ま
い
ま
す
。

農
作
物
を
育
て
る
と
き
に
行
う
間
引
き
を
、
林
業
で
は
間
伐
と

呼
び
ま
す
が
、
林
業
の
衰
退
と
と
も
に
こ
の
間
伐
が
実
施
さ
れ

ず
に
荒
れ
た
森
林
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
上
、
伐
採
し
た
あ

と
に
植
林
さ
れ
る
こ
と
な
く
放
棄
さ
れ
た
森
林
も
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

前
々
号
（
Vol
・
３
）
で
、
大
気
中
に
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
固

定
し
て
い
く
上
で
、
森
林
は
あ
る
程
度
成
長
し
た
時
点
で
伐
採

し
、
木
材
や
紙
で
維
持
す
る
の
が
有
効
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た

（
コ
ラ
ム
２
「
森
と
紙
は
炭
素
の
缶
詰
」
参
照
）。
屋
久
島
や
知

床
の
よ
う
に
自
然
遺
産
と
し
て
後
世
に
残
し
て
い
く
べ
き
森
林

か
ら
、
積
極
的
に
手
を
入
れ
利
用
し
て
い
く
人
工
林
ま
で
、
目

的
に
よ
り
森
林
の
管
理
方
法
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（狭義の） 
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図1 : 日本の森林面積と蓄積量の推移 
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出典 : 林野庁業務資料

図2 : 林業就業者と丸太の価格の推移 
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社有林トピックス漓

国内全社有林で森林認証を取得

森が森であり続ける。その持続性を評価するのが森林認

証制度です。2007年10月、日本製紙では、国内すべての

社有林でこの森林認証の取得を完了しました。今回取得し

たSGEC森林認証は、日本独自の森林認証制度です。日

本の風土に適した形で、水源涵養や生物多様性など森林

の多面的機能を維持し、持続的な森林経営が行われてい

るかを審査します。

日本製紙の社有林は、生物多様性に配慮しながら各地

の自然環境に適した森林施業を行ってきたことが評価され

ました。今後もこの認証基準を順守しながら、持続可能な

森林経営を行っていきます。

東北 11,000ha

九州 18,000ha

関東／中部／近畿 10,000ha

北海道 44,000ha

関西／中国／四国 7,000ha

日本製紙国内社有林 約9万ヘクタール（ha）の分布 

ツキノワグマ 

ニホンカモシカ 

シマフクロウ 

日本製紙の国内社有林構成比 

天然林 
54%

広葉樹 
41%

エゾ・ 
トド 
9%

マツ 10%

スギ 9%

エゾ・トド 
9%

広葉樹 1%

他針葉樹 3%

カラマツ 4% 

ヒノキ 6%

その他 4%

人工林 
42%

他針葉樹 4%

社有林トピックス滷

森と紙のなかよし学校

森を通じて自然の恵みを実感

してほしいとの思いで始まったの

が、小学生を対象とする自然教

室「森と紙のなかよし学校」です。

日光国立公園に位置する菅沼社有林にて始まったこのプロ

グラム。現在では、熊本県の豊野社有林でも行われるように

なりました。グループ各社の有志スタッフによる手作りの活動

ですが、参加してくださった小学生やその家族の皆さん、スタ

ッフにとっても、森から多くのことを学ぶ活動となっています。

社有林トピックス澆

日本百名山と社有林

深田久弥さんの選定による日

本百名山。品格・歴史・個性を選

定基準として選ばれた名峰は、登

山家のみならず多くの人を魅了し

ています。実はこの百名山に、当社社有林から日光白根山

（2,578m 群馬県・栃木県）と鳳凰山（2,840m 山梨県）が

選ばれています。また百名山以外にも、国立公園に含まれる

社有林は、阿寒国立公園、日光国立公園をはじめ計8国立

公園、5,498haに及びます。

出典：林業就業者　総務省「国勢調査」
丸太価格　　農水省「木材需給報告書」

森
林
の
豊
か
な
「
恵
み
」
と
多
様
な
「
働
き
」

森
が
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る
恵
み
は
多
種
多
様
で
す
。『
森

は
海
の
恋
人
』
と
い
う
本
の
著
者
で
気
仙
沼
の
漁
師
の
畠
山
重

篤
さ
ん
は
、
森
は
海
に
栄
養
分
を
与
え
豊
か
に
し
て
く
れ
る
存

日
本
製
紙
の
国
内
社
有
林

日
本
製
紙
が
国
内
に
所
有
す
る
森
林
は
、
約
９
万

ha
。
民
間
で
は
全
国
第
２
位
の
森
林
所
有
者
で
す
。

当
社
に
と
っ
て
森
林
は
経
営
資
源
と
し
て
重
要
な
意

味
を
持
つ
一
方
、
森
林
と
と
も
に
生
き
る
企
業
と
し

て
、
森
林
の
多
面
的
な
役
割
を
認
識
し
そ
の
維
持
に

努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
内
社
有
林
の
約

80
％
は
木
材
生
産
の
場
と
し
て
活
用
す
る
経
営
林
分

に
設
定
し
た
上
で
多
面
的
な
機
能
を
維
持
す
る
よ
う

な
森
林
管
理
を
実
施
。
残
り
の
約
20
％
は
環
境
林
分

と
し
て
、
生
態
系
保
全
や
水
源
涵
養
な
ど
の
環
境
機

能
を
保
全
す
る
た
め
に
、
木
材
生
産
目
的
の
伐
採
を

禁
止
し
て
い
ま
す
。

日
本
製
紙
は
、
豊
か
な
日
本
の
森
林
を
維
持
、
育

成
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、
森

林
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

※1: 百の単位は四捨五入しております。

※2: 写真は日本製紙社有林を含む周辺で確認されている希少種。

日光白根山 山頂
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昭和女子大学では日本文学を専攻している学生に限らず、一年

生全員に「美しい日本語」という講議を必須科目として教えていま

す。たとえばその講議の中で、親と高校時代の恩師に宛てて、挨拶

状と近況報告を書かせています。

今はコミュニケーション手段の中心は電話やメールで、手紙を書

く習慣がないんですね。ですから、照れくさいなんて言って皆さん

嫌がりますけど、手紙をもらった親御さんや恩師の方は本当に喜

んでくれるそうです。パソコンがないと何も書けない、思いが浮か

ばないという学生も多いようですが、美辞麗句にならなくても、心

をかける、時間をかけて手紙を書くということは豊かで、素晴らし

い文化だということを伝えたいと思っています。

拙著『女性の品格』の冒頭に、品格のある交際は、まず礼状を

書くところから始まると書いたのも、具体的に明確にやれること

を最初に提言したいと思ったからです。礼状を書くというのは、や

ろうと思えばできるけど、ついやらないことです。欧米では正式

な礼状を書くのは大変なので「サンキューカード」が市販され、ち

ょっとした言葉を一言書き添えて、サインをして出せば用が足りる

という簡便な文化が発

達しています。既製品

のカードとはいえ、そ

こに言葉を手書きして、

それを郵便で届けると

いうのは丁寧なコミュ

ニケーションだと思い

ます。日本ではメール

や電話でお礼の気持ち

だけ伝えればいいやと

か、それさえしない人

が多いようです。文化

を大事にしなくなって

きているんじゃないで

しょうか。

手紙といえば奈良時代には木の札や

竹に書いていましたが、平安時代にな

ると宮廷の人達が軽くて持ち運びがし

やすい紙を使うようになるんですね。

自分が書いた歌を使いに持たせて、

恋人や友人のところへ届ける。たとえ

ば『和泉式部日記』の最初を読むと、

夭折した恋人の為尊親王の弟・敦道親

王から、ちょうど橘の花が咲いている一

年前に亡くなった人のことを思い出し

ていますか、という歌が橘の枝に結び

付けられて和泉式部に届く。それに対

する返歌をして恋が始まり、式部が親王

邸に入るまでの経緯を綴ったのが『和

泉式部日記』で、当時は歌そのものが

心を打つかどうかに加え、どういう紙に、

どういうふうな演出で届けるかというこ

ともとても大事な要素だったことがわ

かります。筆蹟もとても重要で、女性の

必修教養でした。

平安時代には紙は大変貴重なもので、当時の日記には上流貴族

が紙を贈り物としていた記述があります。『枕草子』は清少納言の

随筆ですが、中宮定子の兄である藤原伊周が草子（料紙をノート状

に綴じ合わせた物）を中宮に献上した時、中宮が「枕にせよ」と言

ってその草子を清少納言に与えた。それに、清少納言は枕草子を

書いたというエピソードがあります。

昔は印刷機があるわけじゃありませんから、書いたものを誰かが

さらに書写して流通するんですね。そういった意味で紙は当時とし

ては大変貴重なメディアで、紙の発達と文化の発達は深く結びつい

ていたと思います。

日本人は紙に愛情をもって関わってきた歴史がありますし、紙と

書き文字は、なくしてはならない文化だと思います。

環境・社会コミュニケーション誌 
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紙と書き文字は、なくしてはならない文化だと思います。
大ベストセラー『女性の品格』の著者であり、日本の古典文学にも造詣が深い坂東眞理子さん
に、平安朝時代から連綿と続いてきた「書き文字文化」について語っていただきました。

お問い合わせ先

2007年10月3日 国内の全社有林（約9万ヘクタール）でSGEC
森林認証を取得完了

12月13日～15日 エコプロダクツ2007に出展

12月21日 日本製紙USA ポートアンジェルス工場で
ISO14001認証を取得

2008年1月22日 ロン・ティボー国際音楽コンクール ガラコン
サートに特別協賛
視覚障害者の方々を招待

「挿し木苗」の名称が決定

日本製紙グループが生産する「挿し木苗」（Vol・4で

紹介）の名称が、「フォトグリーン®」に決まりました。日

本製紙グループ社員から募った219通の中から選ばれ

たこの名称は、植物が必要とする光（フォト）を調節し、

元気な緑（グリーン）の苗を作るという「挿し木苗技術」

を表現しています。

おかげさまで紙季折々も第5号の発行と、無事2年目を迎えることができました。初めての冊子作りで、タイトルの決定から文章の作成まで試行錯誤の
珍道中でしたが、ここまでご好評をいただきながら発行できたのも、ひとえにご協力いただきました皆様のおかげです。この場を借りて御礼申し上げます。
さて、今号に私が撮影した写真を一枚使用させていただきました。表紙の写真といいたいところですが、そうではなく、社有林トピックスの秋の日光白

根山の写真です。日光白根山は、関東以北の最高峰で2,578メートルの高さを誇る百名山のひとつですが、2,000メートルまでゴンドラであがれる上、その
後はきちんと整備された登山道を登っていくため、快適に百名山を体験できます。運動不足、メタボ予備軍の私も、すいすい登っていく妻に大幅に遅れを
とったものの、無事山頂に到着。透き通るような青空を堪能いたしました。（笹間）
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坂東眞理子さん（昭和女子大学学長）の話 の話 紙 

坂
東
さ
ん
の
新
著
『
愛
の
歌
　
恋
の
歌
』（
関
東
図
書
）

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
古
今
和
歌
集
の
書

株式会社日本製紙グループ本社 CSR室　〒100-0006 東京都千代田区有楽町1-12-1（新有楽町ビル）
TEL: 03-3218-9321 FAX: 03-3216-1366
ホームページ http://www.np-g.com/inquire/（お問い合わせ）http://www.np-g.com/appliform/（資料請求）

ばんどう　まりこ

1946年富山県生まれ。
東京大学卒業。69年に総
理府入省。内閣広報室参
事官、男女共同参画室長、
埼玉県副知事等を経て、
98年に女性初となるオ
ーストラリア・ブリスベン
の総領事に。2001年、
内閣府初代男女共同参画
局長。04年、昭和女子大
学教授を経て、現在は昭
和女子大学学長、同大学
女性文化研究所長。近著
は『親の品格』（PHP新
書）、『愛の歌　恋の歌』
（関東図書）。
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